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1.は じ め に
幼稚園教育 は,家庭との連携が大切なことはいうまでもない。
幼稚園と家庭での教育 は,よ く車の車輪にたとえられ,そ の一方だけが充実 していても幼児
の成長 ・発達は期待できるものではないといわれている。幼児を真に理解 し,幼児本来の姿へ




出 し合い,両者の意見を止揚 したかたちで問題解決への糸口を見出すことが大切なのであ る。




家庭や地域社会 との関連を重視 しっっ,豊富な具体的,直 接的な生活体験を通じて,幼児









特に近年,幼 児を取 り巻 く環境は大きな変化の中にある。とりわけ都市化現象や核家族化現
象や出生率の低下,遊 び社会の消滅など,幼児にとって極あてマイナスの状況を呈 していると
いえる。更に家庭の中に目をやれば,教 育機能の低下,子 育ての一貫性のなさ,過保護,過 干
渉,保 護者が しっけや教育を幼稚園に過度の期待をしすぎる,小学校教育の先取りを期待する
などが指摘される。幼児が育っていくためには,よ り一層,教 師と保護者の連携が求め られ,
一25一
教 育 学 部 論 集













ます。加えて,本 年9月 から学校5日 制が導入されようとしている現在,幼 稚園 と家庭 との
連携のあり方 についても改めて見直 してみることが大切(以 下略)
であると,幼稚園教育指導資料第2集 『家庭 との連携をはかるために』を刊行 した。連携の考
え方や留意点,具 体的な実践事例 も多 く掲載 されており注 目されている。
かってフレーベルが 「学校 と生活の結合,家 の,な いし家庭の生活 と学校の生活の結合,こ
れこそ,こ の時期の完成 された人間の発達や形成の,ま たわれわれを完成に導 くべ きこの時期
の人間の発達や形成の,第1の,し かもどうしても欠 くことのできない,要 請である」① と述




『広辞苑』によると,「互いに連絡をとり合って物事をすすめてい くこと」 とあるが,こ の




うべき連絡帳,教 師 と親との個人的な話 し合いやクラス懇談会,日 常の活動や教育方針を理解
して もらうための保育参観 家庭での幼児の様子や家庭環境を知るための家庭訪問,そ の他,
入園前の保護者説明会,家 庭調査,新 入園児の面接,ク ラスだより,講演会などの保護者研修




①幼児 ・父母 ・②親子のかかわ ③幼稚園での幼 ④幼児の生活経 ⑤父母の生活経 ⑥その他
項 教師が同じ経 りを豊かにす 児の姿を知ら 験を豊かにす 験を豊かにす
験を楽しむ る せる る る
基 ・教師が企画す ・教師が企画す ・教師が企画する ・教師または父 ・父母が企画、
本 る る ・父母は幼児の園 母が企画する 運営する
姿 ・父母は積極的 ・幼稚園側より 生活を見たり、 ・父母は協力し ・教師(園)は協
勢 に参加 し楽 し 父母への直接 教師から聞いた たり実行 した 力する









(入園式) (入園式) ・PTA活動 の ・家庭訪問
4
・誕生会参観 開始 サークル



















・運動会 ・運動会懇談 ・カ レ ー つ く ・文化講習会
9 り(長)・運動会
ボ日曜参観(少) ・日曜参観 ・ス ポ ー ツ レ ク
10 (長) リ ェ ー シ ョ ン・バ ザ ー
・母 と子のおに ・発表会懇談 ・入形劇 サーク
11 ぎり教室 ル発表(誕生会)・母と子のおに
ぎり教室
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少 し古い調査であるが,今 回の教育要領改訂の資料を得るために行われた 「幼稚園教育 に関
する実態調査」によると,家庭との連携のために行っている措置として次のことがあげられて
いる②。
1.各種懇談会388ケ園2.園 だより3873.保 育参観2984.連 絡ノー ト類230
5.家庭訪問2016.園 行事への父母の参加1197.P.T.A活動(サー クル,研修)114
8.学級だより1049.電 話連絡9610.講 演会7911.登 降園児の話 し合い60
12.手紙4313.学 年だより17な ど。
これによると,「各種懇談会」,「 園だより」,「 保育参観」などが特に多 く実施されてい
ることがわかる。
「保育 という仕事の半分は,実 はこの親の啓蒙,家 庭教育への協力 ということで占められて
いると考えなくてはならない」③といわれるように,一っの保育の中の出来事を契機 に協力的
にも非協力的にもなるのが,保護者であると考えなければならない。その保護者が最 も幼稚園
教育を身近に感 じるのは,何 といっても保育行事への保護者の参加 という保育を目のあたりに
した時であろうと考えられる。特 に公開を原則 とする園の三大行事 といわれる運動会,作品展,
生活発表会にそのことがいえよう。 日常的な保育活動 と異なり,非 日常的なるが故にハレの日
である行事においては,保護者の様々な思いが交錯 し,それらが園に向けられる時でもあるの
である。




行事が保育の中に登場 してきたのは何 も新 しいことではない。
すでに明治9年 に開園 した東京女子師範学校附属幼稚園は,翌年に昭憲皇太后を迎え,開業





そして,昭和23年 の 『保育要領一幼児教育の手びき一』が刊行 され,保育内容 として12
の項目があげられ,そ の中に 「見学」 と 「年中行事」がしっかりと位置づけられたのである。
「見学」 については,
幼児には,広 い範囲にわたっていろいろの経験をさせることが望 ましい。そ してその経験









として,ひ な祭,端 午の節句,た なばた,も もの節句,月 見,ク リスマス,母 の日,彼 岸会,
記念 日,祝祭 日などを取 り上げることをすすめている。また,創立記念日や誕生日の会を開 く
こともよいとしている。 こうして,行事が保育の内容 として位置づけられていったのであるが,
結果 として,行事を奨励す ることになり,行事中心の保育へと移行するきっかけをっ くったこ
とにもなったのである。
昭和31年には,『幼稚園教育要領』が公布 され6領域が示された。 「行事」は 「社会」の領
域の中に含められ,望 ましい経験の8と して,
幼稚園や家庭や近隣で行われる行事に興味や関心をもっ。
○遠足,運 動会,発表会,誕生会,ひ な祭など,幼稚園の行事 に喜んで参加する。

















いては,幼児の心身の発達の程度に応 じて,そ の意義を理解させ,そ れに親 しみをもたせる
ようにすること。
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幼稚園においてはいろいろな行事が行われるが,そ れは他の経験や活動 と違 って,主 とし
て幼稚園が計画 し,幼稚園全体で行うものである。(略)
行事はとか く形式が重ん じられがちになるが,そ の行事の意義やね らいに即 して,幼 児が


















幼稚園において行事の占める位置は大 きい。勿論,賛 否両論は承知の上で,そ ういわざるを
得ない位大きい。特に園の三大行事 と呼ばれている運動会,作 品展,生 活発表会について は,
園にとっても,保護者 にとってもその期待度 は大なるものがあると考えられる。 これらの行事
は公開を原則としているが故に,保護者の行事に対 して(ひ いては保育方針,保 育方法に対 し
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回収 され たのは,年 長75名,(回 収率75.5%),年中75名(回 収率89.3%),年少53名(回 収
率79.1%)の総数203名(回 収率80.2%)とな ってい る。
5),調 査 の結果 と考察










な か よ し
ま つ り
運 動 会 作 品 展 生活発表会
年 少 34.0 34.0 50.9 49.1 90.6 41.5 81.1
年 中 28.0 22.7 44.0 46.7 82.7 45.3 81.3
年 長 16.0 33.3 41.3 46.7 90.7 34.7 94.7








② 幼児の喜んでいた行事,嫌 が っていた行事(表 一3参照)。
喜んでいた行事においては遠足(84.2%),が第1位 である。以下,仲 よしまっり(66.0%),凧
あげ大会(63.5%)夏休 みおたの しみ会(62.6%)とな っている。 いわゆるハ レの 日の行 事 が
喜ばれ る傾 向にあ るといえ る。母 の日(43.8%),父の日(50.7%)保育参観 にっ いて は,保
護者の印象度 以上 に幼児 に とっては好 まれてい る行事 であるといえ る。 一方,嫌 が られてい
た行事 は,実 数 にす ると1～5人 と数 は少 ないが存在 する。特 に年少児 にその傾向があ り,避
難訓練 は各学年 に存 在 してい るのが特徴 であ る。
表一3幼 児の喜んでいた行事,嫌 がっていた行事(%)














o.o o.o o.o 3.8 o.o 3.8 1.9 1.9 o.o 3.8 3.8 0.0
年 中
40.0 7.7 26.720.013.3 ・:1 70.772.044.056.074.789.3
0.0 o.o o.o 4.0 2.7 2.7 o.o 2.7 o.o 1.3 1.3 o.o
年 長
49.3 8.1 33.337.317.361.366.782.752.069.374.778.7
o.o 16.7 o.o 2.7 i.3 o.o o.o o.o o.o 1.3 0.0 1.3
全 体
43.8 7.9 30.032.015.862.666.076.446.863.570.484.2
0.0 3.7 o.o 3.4 1.5 2.0 0.5 1.5 o.o 2.0 1.5 0.5
③ 家庭で実施 してい る行事(表 一4,図一2参照)。
ク リスマ ス(92.1%),節分(91.6%)9七五三(89.7%),ひな祭 り(78.8%),端 午 の
節句(79.4%),七夕(69.0%)などの伝統 行事 は,結 構実施 されて いる。予想以上 に,彼 岸
(73.9%)と盆(63.5%)の仏教行事(恐 らくは墓参 りと考え られ るが)も 家 庭 に定着 して い
ることがわか る。
表 一4 C%〉
七 夕 七五三 お月見 餅つ き 節 分 ひな祭 花祭り ク リスマ ス
端午の
節 句 母の日 父 の日
敬 老
の 日 お彼岸 お 盆 誕生日
年 少 71.7:: 20.828.3:・ ・・ 3.8:: 67.939.641.535.879.266.0100.0
年 中 66.786.717.36.093.376.01.390.769.33.329.321.373.358.7100.0
年 長 69.393.326.745.393.3:S1 o.o96.073.350.752.042.70.766.797.3
全 体 69.089.721.737.491.6:: 1.592.170.41.40.933.073.963.599.0
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年 少 o.o o.o60.4i7.o7.517.09.4 o.o26.413.277.4i7.o3.8 5.7







設 問③ の伝統行事 に比 して,記 念品,祝 日にっ いて の関わ りは低 い。元 日の高い割合(71.9
%)以 外 は,子 どもの 日が過半数(58.6%)を超え る位 であ る。
⑤ 保護者 が出席 した行事(表6,図 一4参照)。
クラス別懇談会(99.0%),個人別懇談会(98.5%),母の 日保育 参観(98.0%)父 の 日保
育参観(93.1%),は当然の こととして高率 であ る。花 まっ り(79.3%)を除 く仏教行 事 と講
演会(第1回34.0%,第2回20.2%),仏 教教養講座(11.3%)の低 い参加率 は,仏 教 を建 学
の精神 とす る園 としては寂 しい割合で あるが,年 長児保護…者(18.7%)が他 の学年(年 中8.0
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表6 <%)














年 少 98.196.296.2100.024.518.9 :・ 37.739.620.8 9.4 5.7
年 中 96.0 ::1 98.798.725.312.070.033.329.321.3 5.3 8.0
年 長 100.096.0100.098.734.728.082.737.334.718.717.318.7























花 祭 り勢至まっり 成 道 会 ね はん会 お 参 り 花 祭 り 勢至まっり成 道 会 ねはん会 お 参 り
年 中 75.5 41.5 50.9 62.3 58.5年 長 84.0 49.3 61.3 60.0 46.7
年 少 70.7 49.3 46.7 72.0 34.7
.
全 体 76.8 47.3 53.2 65.0 45.3
一36一
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成道会(53.2%),ねはん会(65.0%)という比較的地味な行事 にっ いては,設 問⑤の参加率 の低 さ
か ら判断すると,そ の印象を幼児自 らが家庭で話題にしていることが推測で きる。
⑦ 運動会(表_g,図 一6,表一9,図一7,表10,図一8、表一11参照)。
運動 会前の様子 にっいては,年 長児 と年 中児 はほぼ同 じ傾向 を示 して いるが,年 少児 は 「い
っ もと変化なか った」(22.6%)が多 く,「 よ く話を していた」(9.4%)が 少 ない。 「心配
して いた」 「嫌 が っていた」幼児 もわずかなが らい るとい うことを忘れて はな るまい。
終了後 の変化 について は,年 長児 ほど顕著 で,年 少児 ほど少 ない。


















楽 し み に
し て い た
よ く 話 を
し て い た
嫌 が っ て
い た
心 配 し て
い た
いっ もと変化
な か っ た NA
年 少 64.2 9.4 1.9 1.9 22.6 o.o
年 中 57.3 24.0 o.o 5,3 12.0 1.3
年 長 56.0 26.7 1.3 5.3 9.3 o.o
全 体 58.6 21.2 1.0 4.4 13.8 0.5
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図一7運 動会後の変化
表 一9 (%〉
あ る な い NA
年 少 28.3 67.9 5.7
年 中 33.3 58.7 9.3
年 長 48.0 45.3 6.7
全 体 37.4 56.2 7.4
表一io運動会後の変化(「ある」の内容)
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表 一11 C%)
父 母 祖 父 母 兄弟姉妹 親 戚 そ の 他 NA
年 少 39.6 94.3 64.2 64.2 39.6 0.0 o.o
年 中 21.3 92.0 46.7 46.7 49.3 2.7 5.3
年 長 29.3 96.0 40.0 40.0 41.3 2.7 2.7
全 体 29.1 94.1 48.8 48.8 43.8 2.0 3.0
⑧ 作品展(表 一12,図一9,表一13,図一10,表一14,図一11、表一15参照)。
運動会 と比べ て 「いっ もと変化なか った」(35.5%)が多 く,「 楽 しみ に してい た」(39.9
%),「 よ く話 を していた」(27.1%)が少な い。特 に年少児 にその傾 向が強 く,運 動 会 と異
な り事前 の練習 もな く,作 品展を把 握で きな いのであろ う。
終了後 の変化 は,年 長児 は少な く(「 な い」が74.7%),年少児 はほぼ同 じ傾 向を示 して い
る。










よく 舌を 嫌がって 心配 して いつもと







楽 しみ に し
て い た
よ く 話 を
し て い た
嫌 が っ て
い た
心 配 し て
い た
いっ もと変
化 なか っ た
NA
年 少 35.8 22.6 o.o o.o 41.5 1.9
年 中 32.0 32.0 o.o 1.3 38.7 1.3
年 長 50.7 25.3 o.o o.o 28.Q 1.3
全 体 39.9 27.1 o.o 0.5 35.5 1.3
図一10作品展後の変化
表 一13 C%)
あ る な い NA
年 少 35.8 56.6 7.5
年 中 36.0 56.0 9.3
年 長 18.7 74.7 2.7
全 体 29.6 63.1 6.4
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父 母 祖 父 母 兄弟 姉 妹 親 戚 そ の 他 NA
年 少 50.9 90.6 30.2 50.9 7.5 1.9 1.9
年 中 58.7 96.0 14.7 85.3 0.0 1.3 o.o
年 長 .:1 94.7 8.0 82.7 2.7 4.0 1.3
全 体 60.1 94.1 16.3 75.4 3.0 2.5 1.0
⑨ 生活発表会(図 一12,表一16,図一13,表一17,表一18,図一14,表19,図一15,表一20参照)。
運動会 に比 べて 「楽 しみに していた」(50.7%)が減 り,「 よ く話 を してい た」(41.9%)
が増 え,家 庭 での話題 にな っている ことが わか る。反面,「 嫌が って いた」(1.5%),「心 配
していた」(4.4%)幼児 も,運 動会,作 品展 と比 べて多 い。
終了後 の変化 にっ いては,運 動会 とほぼ同 じ傾向で ある。
参加者 については,2月 下旬の平 日の3日 間 ということで,父 親の参加 は少ない(18.7%)。
今 回の調査 で一番知 りたか った生活発表会で の保護者 の心情 につ いて は,「感 謝 の気持 を も
っ」(56.7%),「成長が認め られた」(45.3%)がそれぞれ過半数 を占め,一 年 の最 後 の行 事
としての役割 は十二分 に果 た している。 また,「 家庭 と違 った姿を見た」(29.1%),「幼稚 園
生活 の一 端を見 た」(25.6%),「教 育方針 が わか った」(21.2%),「日常 の姿 が出 てい た」
(11.8%),「生活発表会の意義がわか った」(5.9%)といった本来のね らい も保 護者 に認識 さ
れてい る。 しか し,一 方 で,「 当 日の出来 ばえが気 にな る」(17.7%),「他 の子 ど もと比較 す
る」(11.8%),「どの ような役割か気 にな る」(10.8%),「担 任 の指導 が気 になる」(7.4%),
「他 のク ラスと比較す る」(0.5%)とい った正 に本音の回答 に見 られ るよ うに,公 開を原 則 と












そ の 他 NA
年 少 49.1 35.8 1.9 1.9 17.3 1.9 0.0
年 中 49.3 41.3 2.7 4.0 13.3 2.7 o.o
年 長 53.3 46.7 o.o 6.7 6.7 1.3 1.3
全 体 50.7 41.9 1.5 4.4 11.8 2.0 0.5
一43一









楽 しみ 冑 よく舌を 嫌が って 心配 して











あ る な い NA あ る な い NA
年 少 30.2 ・・1 3.8年 長 45.3 /1, 9.3
年 中 40.3 57.3 4.0全 体 39.4 54.7 5.9
表一18生活発表会後の変化(「 ある」の内容)






































教 育 学 部 論 集
表.19 (%〉
父 母 祖 父 母 兄 弟姉 妹 親 戚 そ の 他 NA
年 少 7.5 98.1 37.7 24.5 3.8 3.8 3.8
年 中 24.0 98.7 30.7 52.0 4.0 4.0 2.7
年 長 21.3 凸 98.7 33.3 34.7 6.7 2.7 1.3
全 体 18.7 98.5 33.5 38.4 4.9 i.o 2.5
図一15生活発表会に対する保護者の感想
年 少 年 中 年 長 全 体
ア 幼稚園の教育方針がよくわかった。 26.414.724.021.2
イ 集団行動がきっちりとれていた。 9.4 30.714.719.2
ウ 自分の子どもと他の子どもを比較 していた。 9.4 12.013.311.8
工 幼稚園生活の一端をかいまみるとができた。 34.028.017.325.6
オ わが子の当日のできばえが気になった。 7.5 21.321.317.7
力 家庭では見 られない姿をみることができた。 32.125.330.729.1
キ わが子のクラスと他のクラスを比較 していた。 1.9 o.o o.o 0.5
ク 担任がどのように指導 しているか気になった。 3.8 2.7 14.7 7.4
ケ ここまで成長 したことを幼稚園(担任)に感謝の気持ちをもった。 71.756.046.7 56.7
コ ー年間の成長が深められた。 47.250.738.745.3
サ 日常の姿がそのままでていた。 15.1 8.0 13.311.8
シ 生活発表会の意義がわかった。 o.o 5.3 10.7 5.9
ス わが子がどのような役(或は楽器の担当)をしているか気になった。 1.9 9.3 18.7 1:
セ 質素な生活発表会だと思った。 1.9 5.3 2.7 3.4






次にあげる実践は,公立B幼 稚園(京 都府下)の 勤労感謝の日を前にした降園前の保育室で
の活動である。 この比較的地味な行事を通 しての連携を考えてみたい。
11月22日 主 題 勤労感謝の日
ねらい ・いろいろなところで働いている人々に感謝の念をもっ
・働 くことの喜びを味わい,自分の仕事に責任をもっ
た し か め(ど の よ う に 知 っ て い た か)
教 師
・お当番 さん、 明日のカ レンダーを 出 して くだ
さい。
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あたえる(ど のように知 らせるか)















も と め(ど のように考えさせたか)
教 師













・た ば こを取 って きて あ げ る。
・新 聞 を と って きて あ げ る。








・な ま け も の。
・そ や そや 。
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自分たちの仕事(例 えば当番活動や役割分担)や 両親の仕事などの身近な実例を通 して,本









実際は9月 に入ってからの活動となり,子 どもたちの発達段階,興 味にあったものを教師が考えて子ど
もたちに与えた。出発の時点では教師が考えたものであったが,途 中子どもたちの発達段階,興 味 にあ
わせてその都度修正 してまとめた。
・制作活動については,ア ーチや必要な小道具など,ほ とんど子どもたちの手でやることができた。 しか
し,そのアイデアに関しては,子どもたちの力に合うもので,見栄えのするものを教師が考えていった。
・運動会 は,年 少組にとっては始めての経験であるが,年 長組は,自分たちの競技の道具の出し入れなど,


























運 動 遊 び リ ズ ム 遊 び ゲ ー ム 遊 び 当 番 活 動
か け っ こ 手遊び ハンカチ落とし 飼育物の世話
鬼遊び レ コー ドを聞 く い す と りゲ ー ム 教材の準備手伝い
リ レ ー 曲に合わせて楽器をた ケ ンケ ンゲ ー ム 食事の準備手伝い
固定遊具 た く じ ゃん けん ゲ ー ム お休み調べ
鉄棒 曲に合わせて踊る カ レー の か い も の
ホ ール 体 操 、 フ ォ ー ク ダ ン ス
なわとび をする
巧技台 動 きの リズムで表現遊
平均台 びをする
トラ ンポ リ ン
ゴムとび





















を招かぬよう運動会のもっ意味,意 義,そ して方針を理解 してもらう努力が必要となろう。
ここにあげた会議の記録は,運動会という行事に対 して教職員が真摯な態度で臨まれている
ことが伺え,前回の反省を次回へ生かそうとする情熱が隅々に表れているものである。が,更
なる要求をすれば,反省や取 り組みにおいて,ひ とりひとりの幼児の発達段階,運 動能力,気
持ちを十分に把握できているかにっいても万全の配慮が必要であろう。そうすることによって、
家庭における過度の期待か らくる不安や負担,運 動ぎらいや運動の苦手な幼児への心配 りが解















は改めて確認 しておかなければな らない。従来の園だより,学級通信,掲示,解 説等のみを通
しての連携には限界があるということである。事実,調 査園においても,行事前に周到な家庭
連絡があり,運動会や生活発表会においては,種 目や演目にっいての園側の解説があり,作品
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本来的な意味,園 の方針,方 法,指 導の経過,目 指す ものを保護者に伝える方法の検討 もこれ
からの教師の仕事のひとっとして大きな意味をもっことを考えなけれならない。
③.家 庭に返す行事,家 庭に広める行事をチェックしてみることが大切である。
今回の調査においては予想外に家庭で実施 されている行事の多 さに驚 くとともに,一方にお









ともすれば,行事のあとの反省会は,全体の流れ,プ ログラム,進行,時 間配分,会 場の設







家族構成,共 働きの有無,自 営の割合,保 育観などである。
公開,参 加を原則とする場合,や はり,父親 も含む最大公約数の保護者が参加できる日を選
定することが大切であるし,家庭における幼児の状態を知 っておくことは,園 での幼児の行動
理解の助けとなる場合があるのである。




あり,意味があるもの,そ して生活を豊かにしてい くものを 「精選」することが大切なことと
なる。
また,実施後に参加 した幼児,保 護者,教 師それぞれの立場よりの反省 と評価が大切である。
教師は評価することにより更に次のステップへと高めていくことができるのである。評価によっ






故に,教 師には,行事に表れる幼児の活動の中から表面的でない成長,発 達の真の姿を見抜 く
目を保護者の中に養 っていく努力が新たに課せられる。そして,そ のたあの研鑽を益々積まれ
んことを願 って止まない。
註① フレーベル,荒井武訳 『人間の教育」下,岩 波文庫,昭 和39年,7頁
②箇条書 きで3っ以内自由記入,回 答幼稚園数653ケ園,昭和59年9月17日から10月27日ま
での期間に実施 されたもの。
③森上史朗 『園と家庭 ・地域 との連携」第一法規 昭和53年,15頁
④拙稿 「幼児に必要な行事 とは?」(『 仏教保育カリキュラム』平成元年,Sept)すずき出
版
「浄土宗保育の実態一行事を中心にして一」(『 教化 リサーチ』第10,11合併号)佛 教大
学浄土宗文献セ ンター,平成元年
⑤西ノ内多恵 「行事」(『 保育学大辞典』第2巻)第1法 規,昭 和58年
⑥相馬和子 「保育と行事」(『 日本保育学会第35回大会研究論文集』)昭 和57年
小林由憲 「幼稚園における行事にっいての一考察」(『日本保育学会第39回大会研究論文集』)
昭和61年








永井孝子,井 上千枝美,下 平喜代子 「幼児の行事の体験 と遊びの関連その1」(『 日本保育
学会第45回大会研究論文集』)平 成4年
村田陽子 「行事にっいての一考察」(『 日本保育学会第45回大会研究論文集』)平 成4年
〔付記〕本稿は,平成2年 度佛教大学学会特別助成金による研究の一部である。
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成3年




子どもさんのクラスは,(年 少 ・年中 ・年長)
1.この1年 を振 り返 っておうちの方が思い出に残 っている行事に○印をおつけ下さい。(い
くつでも結構です)
母の日保育参観 ・父の日保育参観 ・夏休みお楽 しみ会 ・なかよしまっり運動会 ・作品展 ・
生活発表会
2.この1年 を振り返 って子 どもさんが喜んでいた行事に○印をおっけ下さい。
また,イ ヤがっていた行事に△印をおっけ下さい。
母の日 ・父の日・七夕 ・避難訓練 ・健康診断 ・夏休みお楽 しみ会 ・なかよしまっり・たこ
あげ大会 ・遠足
3.ご家庭で実施されている行事に○印をおっけ下さい。
七夕 ・七五三 ・お月見 ・餅っき・節分 ・ひなまっり・花まっ り・クリスマス ・端午の節句 ・
母の日 ・父の日 ・敬老の日・お彼岸(墓 参 り)・お盆 ・誕生 日
4.ご家庭で話をしてあげた行事に○印をおっけ下 さい。
みどりの日・憲法記念日・子どもの日・虫歯予防デー・時の記念 日 ・秋分の日 ・体育の日 ・
文化の日 ・勤労感謝の日 ・天皇誕生日 ・元日・成人の日建国記念の日・春分の日
一54一
園と家庭を繋ぐ保育行事についての一考察
5.こ の1年 間参加(出 席)さ れた行事 に○印をおつけ下 さい。
母 の 日 ・父 の 日 ・個人別懇談会 ・クラス懇談会 ・成道会 ・ねはん会 ・花 まっ り ・勢至 まっ
り ・第一 回講演会 ・第二 回講演会 ・御忌 ・仏教教養講座
6.次 の仏教行事 の中で ご家庭 で話題 にな った もの(子 ど もさんが話 を した もの)に ○印を お
つ け下 さいρ(い くっで も結構 です)
花 まっ り ・勢至 まっ り ・成道会 ・ねはん会 ・おまい り(毎 週月曜 日)
7.運 動会 についてお聞 きします。
1)運 動会前,御 家庭 で子 ど もさんはどのよ うな様子 で したか。
楽 しみに していた ・よ く話 を していた ・イヤが っていた ・心配 していた ・いっ もと変化
なか った ・その他()
2)運 動会終了後,子 ど もさんに何 か変化 があ りま したか。
・あ った(具 体 的に)
・なか った
3)誰 と参加 されま したか。(子 ど もさんか らみて)
父 ・母 ・祖父 ・祖母 ・兄 ・姉 ・弟 ・妹 ・親戚 の人 ・その他()
8.作 品展 につ いてお聞 きします。
1)作 品展前 は,御 家庭 で子 ど もさんはどのよ うな様子で したか。
楽 しみに していた ・よ く話 を していた ・イヤが っていた ・心配 していた ・いっ もと変化
なか った ・その他()
2)作 品展終了後,子 ど もさんに何 か変化が あ りま したか。
・あ った(具 体 的に)
・なか った
3)誰 と参加 されま したか。
父 ・母 ・祖父 ・祖母 ・兄 ・姉 ・弟 ・妹 ・親戚 の人 ・その他()
10.生活 発表会 にっ いて お聞 き します。
1)生 活発表会前 は,ご 家庭 で子 ど もさんはどのよ うな様子で したか。
楽 しみに していた ・よ く話 を していた ・イヤが っていた ・心配 していた ・いっ もと変化
なか った ・その他()
2)生 活発表会終 了後,子 どもさんに何 か変化 があ りま したか。
・あ った(具 体 的に)
・なか った
3)誰 と参加 され ま したか。
父 ・母 ・祖父 ・祖母 ・兄 ・姉 ・弟 ・妹 ・親戚 の人 ・その他()
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ケ)こ こまで成長 した ことを幼稚園(担 任)に 感謝の気持ちをもった
コ)二年間の成長が認められた
サ)日 常の姿がそのままでていた
シ)生活発表会の意義がわかった
ス)わが子がどのような役(或 は楽器の担当)を しているか気になった
セ)質素な生活発表会だと思 った
ソ)一 日で全てのクラスを見たか った
ご協力有難 うございました。
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